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12月の主な行事

✰緊急時連絡先：事件・事故932-0110(沖縄警察署)、火事・救急・交通事故１１９、 虐待かと思ったら【イチハヤク】１８９ (児童相談所)、沖縄市社協 心配ごと相談所 937-1500

守ります あなたの安全 110 番 安心の相談ダイヤル ＃9110

～ 自治会行事 ～

12 月18日（日）13:00～
★ スポレク大会（グラウン

ドゴルフや輪投げ等）

場所：新夢咲公園

12 月11日（日）16:00～
★ 古謝老人クラブ忘年会

場所：古謝公民館 会費500円

～ 定 例 会 ～

💛 古謝老人クラブ定例会
今月1日と15日13:00《古謝公民館》

💛 老人クラブのグラウンドゴルフ
毎月第1、第3、の金曜日

13:00～16:00《新夢咲公園》

💛 生きいきデイサービス(100円)
毎月第 1(木)10:00 古謝公民館

第 3(木):14:00 古謝公民館

💛 古謝カラオケ愛好会(再開）・
毎月第2(火)14:00《古謝公民館》

💛 定例理事会・
毎月第4 (火)19:00《古謝公民館》

💛 古謝グリーン会（11月は休み）・ 1
毎月第1 (土) 9:00《ウブガー広場》

💛 福祉連絡会クジャーアコウ会
毎月15日（火）16:00《古謝公民館》

💛 ちえぞう君(移動図書館)
毎月第2、第4(水)15:00 古謝公民館

💛 古謝翔龍太鼓 （無料） ・

毎週（月）､（水）､（土）

17:30～18:30《古謝公民館》

💛 古謝獅子舞保存会キッズ ・

毎週（金）20:00《古謝公民館》

💛 古謝青年会・古謝キッズ三線

毎週（月）19:00《古謝公民館》

💛 結の会 (小物づくり)(無料) 会
毎月第2･第4(土)14:00 古謝公民館

💛 沖縄市出前児童館（ｷｯｽﾞﾃﾞﾎﾟ)・

毎週（火）16:00《古謝公民館》

💛 道路清掃活動の日
毎月第2日曜日（11月13日）9:00～

古謝道路愛護会同時開催

💛 キッチンカフェこじゃ（食事無料）
第3土曜日（12月17日）11:00受付

場所：古謝公民館（古謝自治会児童）
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※詳細は公民館にご確認下さい

電話（098）938-3911

十
月
三
十
日
、
三
年
ぶ
り
に
開
催

し
た
古
謝
納
涼
ま
つ
り
は
、
経
費

節
減
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
対
策

で
小
規
模
開
催
の
観
点
か
ら
舞
台

を
ア
シ
ビ
ナ
ー
か
ら
古
謝
公
民
館

に
移
し
て
実
施
し
、
区
民
多
数
の

参
加
を
頂
き
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
▼
公
民
館
ホ
ー
ル
で
は
、
ち

よ
り
学
童
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
け

ん
玉
ダ
ン
ス
、
比
屋
根
静
枝
琉
舞

研
究
所
の
皆
さ
ん
が
琉
球
舞
踊
、

老
人
ク
ラ
ブ
民
舞
、
古
謝
翔
龍
太

鼓
の
和
太
鼓
、
古
謝
獅
子
舞
保
存

会
の
キ
ッ
ズ
獅
子
舞
、
公
民
館
前

の
市
道
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、

創
作
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
や
子
ど
も

会
夜
店
に
し
て
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
▼
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン

カ
フ
ェ
こ
じ
ゃ
も
同
時
開
催
と
な

り
、
子
ど
も
達
も
美
味
し
い
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
無
料
で
頂
き
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
区
民
の
交
流
と
親
睦

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

創作エイサーBUNAGAYAの皆さん けん玉ダンスはちより学童クラブの皆さん

高江洲義八様

★
初
の
公
民
館
に
て
開
催

古謝納涼まつり
古謝区住民が三年ぶり満喫‼

ウーチューガーの浚渫作業始まるウーチューガーの浚渫作業始まる

蘇
れ

若
水

十
一
月
十
五
日
に
古
謝
の
古
井

戸
ウ
ー
チ
ュ
ー
ガ
ー
の
浚
渫
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
▼
以
前
ま

で
ウ
ー
チ
ュ
ー
ガ
ー
は
、
お
正

月
の
明
け
方
に
男
児
が
若
水
（

元
日
の
朝
に
初
め
て
汲
む
水
で

仏
壇
に
供
え
る
こ
と
）
汲
み
家

庭
に
持
ち
帰
り
、
若
水
は
邪
気

を
除
く
と
信
じ
ら
れ
、
仏
壇
に

供
え
た
後
、
そ
の
水
で
供
物
や

家
族
の
食
事
を
作
っ
た
り
、
口

を
漱
い
だ
り
茶
を
立
て
た
り
し

ま
し
た
▼
自
治
会
で
は
、
ウ
ー

チ
ュ
ー
ガ
ー
は
沖
縄
市
が
津
波

避
難
場
所
（
標
高
十
七
ｍ
）
に

指
定
し
て
お
り
、
災
害
時
で
も

井
戸
水
が
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
に
と
、
今
回
浚
渫
作
業
を
行

い
清
水
を
回
復
し
、
防
災
訓
練

等
を
通
し
て
区
民
の
皆
様
に
周

知
い
た
し
ま
す
▼
今
後
は
、
落

葉
や
木
片
枝
等
が
井
戸
内
に
落

下
し
な
い
よ
う
鉄
製
の
屋
根
を

設
け
文
化
財
の
環
境
保
全
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

平成十年補修の石碑 井戸浚えの前に御願する理事の皆様

公民館
講 座
№3民舞体験

十
月
十
五
日
に
公
民
館
講

座
最
終
回
の
沖
縄
の
民
舞

体
験
講
座
を
開
催
し
、
区

民
の
皆
様
が
民
舞
に
親
し

み
ま
し
た
▼
講
師
に
平
安

名
カ
ナ
子
様
を
お
迎
え
し

曲
目
は
花
と
花
、
と
長
寿

ジ
ン
ト
ー
ヨ
ー
の
二
曲
で

す
▼
日
頃
か
ら
慣
れ
親
し

ん
だ
民
舞
で
も
、
所
作
を

覚
え
る
た
め
曲
を
流
さ
ず

手
と
足
の
運
び
の
み
練
習

し
そ
の
後
に
曲
を
流
し
て

仕
上
げ
の
民
舞
を
覚
え
て

い
ま
し
た
▼
古
謝
納
涼
ま
つ
り
で
は
練
習
の
成
果

披
露
し
、
練
習
し
た
二
曲
の
他
に
豊
年
音
頭
を
加

え
て
区
民
の
皆
様
に
ご
披
露
い
た
し
ま
し
た

神
奈
川
県
視
察
研
修

十
一
月
二
日
、
沖
縄
市
自
治
公
民

館
連
絡
協
議
会
主
催
、
神
奈
川
県

横
浜
市
の
ヨ
コ
ハ
マS

DG
s

デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
に
て
、
「
未
来
都
市

横
浜
と
し
て
のS

DG
s

達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
の
展
望
」
と
題
し
て

凸
版
印
刷
（
株
）
の
櫻
井
圭
介
氏

に
よ
る
講
演
を
受
講
し
ま
し
た
《

参
加
二
十
五
名
》
▼S

DG
s

エ
ス
・

デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
と
読
み
、
意
味

は
持
続
可
能
な
十
七
の
開
発
目
標

で
、
特
に
公
民
館
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
項
目
を
、
「
す
べ
て
の
人

に
健
康
と
福
祉

を
」
と
「
質
の

高
い
教
育
を
み

ん
な
に
」
と
「

住
み
続
け
ら
れ

る
街
づ
く
り
を

」
の
三
点
に
つ

い
て
講
義
を
受

講
し
ま
し
た
▼

要
点
は
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
し

っ
か
り
取
り
組

む
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

古謝老人クラブ定例会で民舞体験の会員の皆様


